
第 回

がんばれ！関西のものづくり

会員企業様のいま一番のイチオシ製品をご紹介する
コーナーです。たくさんのこだわりが詰まった素晴ら
しい製品を、毎月取材していきたいと思います。

わが社の イチバン！

イチ し押イチ し押イチ し押 製品製品
16161616

消しゴムは、誰もが必ず使ったことがある文房具の1つではないでしょうか。“青い
ケースの消しゴム”としておなじみの『レーダー』は、消し味がマイルドでやわらかく、
簡単に綺麗に文字を消すことができます。
同社は、世界に先駆けて塩ビを原料にしたプラスチック消しゴムを開発しました。
1968（昭和43）年の発売以来改良を重ね、どんどん高品質な消しゴムへと進化し続
けています。消しくずがパサパサしていないので、散らばりにくいのも嬉しいポイント
です。現在では当たり前のようにフィルム包装がされていますが、発売当初はありま
せんでした。さらに、フィルムにミシン目を入れることで簡単に開けられるよう工夫が
施されています。また、スリーブ（紙のケース）の角に入れた切り落としは、消しゴム
にかかる圧力を分散し、折れを防ぐ役割があります。このように、発売後も細かい部
分で改良が繰り返され、使いやすさにこだわってきました。
初代レーダーは、20円・30円・50円の3種類ありましたが、当時の消しゴム市場では
単価10円が主流だったそうです。ですが、納得のいく消し味を追及し、「良い品質の
製品は高くても売れる」という信念のもと販売に踏み切りました。（ちなみに当時は
タクシーの初乗りが100円、国鉄は20円）
当時としては高額だったため発売当初の売れ行きはあまりよくなかったそうですが、
あるとき劇的な変化が訪れました。1970（昭和45）年、生活総合誌『暮らしの手帖』
の誌面で大絶賛されたのです。同誌で市販の消しゴム33種類の消字力をテストする
という、消しゴムテストが行われました。その中で「レーダーが最も良く消えたうえに
値段も安い」とのお墨付きをもらい、爆発的な人気を得るきっかけとなりました。
レーダーは、のちの日本工業規格（JIS）基準の消字テストで97％の消字率を記録し、
その品質の高さを証明しました。

50 年以上親しまれてきたロングセラー！今なお進化し続ける名品

今後皆さまの会社へも取材のお願いをさせていただくこともある
かもしれませんが、その際はぜひご協力よろしくお願いします。
<お問い合わせ> ＴＥＬ：06-6251-1138

『レーダー消しゴム』『レーダー消しゴム』

ご協力いただき、ありがとうございました。

取材を終えてひとこと
子どもの頃、このレーダー消しゴムを学校で使っていたことを思い出し、なつ
かしい気持ちになりました。こんなに歴史が深いものだということも知らなかっ
たので、とても勉強になりました。また、取材の際に『ほるナビ デラックスセット』
をいただいたので実際に作ってみましたが、初心者の私でもまあまあ上手にで
きました。< 写真左 > 大人になって消しゴムを使う機会は減ってしまいました
が、今度はこういった形で楽しめるという新たな発見でもありました。次はも
う少し綺麗なスタンプが作れるよう、頑張ってチャレンジしようと思います。

（事務局：田中 香菜〈写真右〉）

SNSでも人気の、消しゴ
ムスタンプを作ること
ができるセット。スタ
ンプ用に開発された彫
りやすい硬さの消しゴ
ムで、初心者でも挑戦
しやすいのが嬉しい！

「消す」ことへのこだわり
日本が誇る、消しゴムのトップメーカー
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消しゴムといえばコレ！
時代を切り開いたパイオニア
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〒534-0013 大阪市都島区内代町3-5-25
TEL: 06-6951-5436　FAX: 06-6954-7851
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実際に『ほるナビ』で
作ってみました

開発当時の1968年。そのとき最
先端技術の象徴であった電波探知
機（レーダー）からネーミングさ
れました。「対象物を正確に計測す
る電波探知機のように、ユーザー
が欲しているニーズを適切にとら
えて、高性能の消しゴムを提供す
る」という意味が込められている
そうです。

『レーダー』ってどういう意味？
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